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当行の創業・ベンチャー支援の沿革

上記活動を通じた「産学官」のネットワーク構築
大学・高専 研究機関 公的機関 自治体

合併

2000年

2003年

2010年

2014年

（１）技術展示会
「エンカレッジ・フェア」

2018年
2019年

20年前（2000年頃）…大阪府内の企業動向＝「二重の空洞化」（東京への本社移転、他地域への生産拠点移転）
⇒新たなビジネス創出による地元経済活性化の必要性（地元銀行としての強い危機感）

（２）ニュービジネス助成金『
地
域
企
業
と
の
共
生
』

二
重
の
空
洞
化
に
苦
し
む
関
西
に

「
仕
事
を
創
造
」

（６）新市場創造型標準化
制度の活用

（７）イノベーション推進協議会
● 有料職業紹介業務

（８）イノベーションファンド25

（３）研究開発助成金
（４）大学および公的機関との連携
（５）独自のファンド創設

2004年



4

（１）技術展示会 「ビジネス・エンカレッジ・フェア」

産学官の出会いの場を設け、地域連携強化、多面的なビジネスチャンスを創出

最先端の技術を集めた「交流の場」
（2000年より18回開催）

・産学官205機関が参加（2017年）
・産総研関西センターの特別展示、
19大学によるシーズ展示等が特色

・共催 但馬銀行、鳥取銀行、東京TYﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ
・「ニュービジネス助成金の発表・授与式」の実施

産総研特別展示
（テクノブリッジ）

会場風景
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池田泉州銀行の助成金制度

ニュービジネス助成金
●新規性・独創性にあふれた企業・起業家を応援

●実績（2003~2018年度 計19回）
応募総数：2,201件
採択件数：218件
助成総額：1.6億円

イノベーション研究開発助成金

●助成額
大賞 300万円
優秀賞 200万円

●助成額
大賞 300万円
優秀賞 100万円

(NEW)オープンイノベーション賞（サポート企業との連携・支援）

【募集部門】
①ものづくり
④環境・エネルギー

②ヘルスケア
⑤観光・サービス

③ＩＣＴ

近畿経済産業局 ／ 近畿総合通信局 ／ 産業技術総合研究所 ／ 新エネルギー・産業技術総合開発機構 関西支部
中小機構 近畿 ／ 情報通信研究機構 ／ 科学技術振興機構 ／ 理化学研究所 生命機能科学研究センター
神戸医療産業都市推進機構 ／ 新産業創造研究機構 ／ 大阪観光局 ／日本貿易振興機構（JETRO）大阪本部

【後援機関】

●先進的な研究開発で事業化を目指す企業・
研究者を応援

●実績（2004~2018年度 計15回）
応募総数：908件
採択件数：217件
助成総額：4.4億円

（２）ニュービジネス助成金
（３）イノベーション研究開発助成金
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（４）大学および公的機関との連携

機関名 連携協定 ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ
協議会 連携協定 ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ

協議会

近畿経済産業局 ● 京都大学
（国研） 産業技術総合研究所 ● ● 京大オリジナル(株) ●

みやこキャピタル(株) ●
大阪大学 ● ●

（独）中小企業基盤整備機構 ● ● 大阪大学ベンチャーキャピタル(株)（OUVC）
（独）日本貿易振興機構（ジェトロ） ● 神戸大学 ●
（地独）大阪産業技術研究所 ● ● 和歌山大学 ●
（一財）日本規格協会 ● 奈良先端科学技術大学院大学
近畿総合通信局 ● ● 兵庫県立大学 ●
（国研）情報通信研究機構（NICT） 大阪府立大学 ●
（国研）科学技術振興機構（JST） 大阪市立大学 ●
（国研）理化学研究所 ● 奈良県立医科大学
（国研）宇宙航空研究開発機構（JAXA） 関西学院大学 ●
（地独）大阪府立環境農林水産総合研究所 関西大学 ●
（公財）京都高度技術研究所 同志社大学 ●

立命館大学 ●
近畿大学 ●

（公財）新産業創造研究機構（NIRO） 甲南大学 ●
（公社）関西経済連合会 ● 龍谷大学 ●
（一社）関西経済同友会 ● 大阪工業大学 ●
大阪商工会議所 ● 摂南大学 ●
(株)日本政策投資銀行 ● 高専 奈良工業高等専門学校
(株)日本政策金融公庫 ● ●
(株)日本経済新聞社
(株)日刊工業新聞社 ●
京都産学公連携機構 ●

（公財）神戸医療産業都市推進機構
　　　　　　医療イノベーション推進センター（TRI）

そ
の
他

国
立
大
学

公
立
大
学

私
立
大
学

大学・機関名

経
済
産
業
省
系

総
務
省
系

文
科
省
系

（国研） 新エネルギー・産業技術総合開発機構
　　　　　　（NEDO）関西支部 ●
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（５）池田泉州キャピタル 地域連携勉強会＆ピザセッション

毎月開催 毎月20日頃 17：00～19：00

会 場 池田泉州銀行本店12階ホール（大阪市北区）

これまでの歩み 2005年から開始 累計167回開催（2020年1月時点）

参加人数 毎回120～130名程度

参加メンバー
関西圏・首都圏を中心に全国から、ベンチャー企業経営者、VC、
証券会社、金融機関、支援機関、大学関係者、研究機関、
大阪府・市等自治体、官庁、役所、大手事業会社など多種多様
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（６）新市場創造型標準化制度の活用

標準化の活用により期待される効果の例

技術・製品のスペック・性能の見える化を通じた、市場での差別化

顧客を自社の技術・製品に惹きつけることによる競争力強化

一定の水準の品質基準などの標準化による低品質品の排除 等
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（６）パートナーシップ制度（全国に160のパートナー機関）
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（６）新市場創造型標準化制度の推進①

アイセル株式会社
(2016年3月採択)

株式会社アクロエッジ
(2016年10月採択)

サムテック株式会社
(2016年11月採択)

コンソーシアム研究開発助成金 受賞先
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（６）新市場創造型標準化制度の推進②

「産業技術環境局長表彰」受賞
(2017年10月)

アイセル株式会社 JIS制定
(2018年8月)

ﾊﾟｰﾄﾅｰ機関による標準化案件として全国初
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（７）イノベーション推進協議会 オープンイノベーション3.0を志向

企 業

【事務局】
池田泉州
銀行
資金支援

ＢＭ・技術Ｍ 助成金制度

産総研
大阪技術研
日本規格協会

技術支援

補助金獲得支援

日刊工業
新聞

情報発信

大阪大学
シーズ紹介
研究開発

ＮＥＤＯ
中小機構近畿 サポイン・新連携

大阪府
大阪市
大阪産業局

施策支援 標準化
近畿通信局

施策支援

技術支援理化学
研究所技術支援

大阪商工
会議所

施策支援

公的支援機関

地元大企業

VC 等

ゲスト

日本政策
金融公庫

資金支援

①「人」のネットワークから「組織」のネットワークへ ②フラットな意見交換の場 ③当行は事務局としてコーディネート
●エコシステムのねらい
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（７）イノベーション推進協議会 エコシステムの仕組み

（2018.3.8 日刊工業新聞）
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大阪・関西万博がめざす「SDGsが達成される社会」「Society5.0の実現」に貢献する技術・ビジネスモデル
を持った企業に投資するファンド。

項目 内容

正式名称 関西イノベーションネットワーク投資事業有限責任組合

設立日 令和元年（２０１９年）９月２０日

ファンド総額 設立時１２億円（最大募集２５億円）

有限責任組合員
（１stクローズ）

 株式会社池田泉州銀行
 ロート製薬株式会社
 岩谷産業株式会社
 大阪信用保証協会

無限責任組合員  池田泉州キャピタル株式会社

投資形態 普通株式、優先出資等

存続期間 １０年（最大２年まで延長）
連携協定
(令和元年10月31日)

大阪府、大阪市、大阪商工会議所、大阪産業局、大阪産業技術研究所、
池田泉州銀行、池田泉州キャピタル

（８）イノベーションファンド25

（敬称略）
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LP出資

（８）イノベーションファンド25 ファンドスキーム

イノベーション推進協議会

公的セクター

関西イノベーションネットワーク投資事業有限責任組合）

有限責任組合員
関西の産業・社会インフラ企業

エネルギー

産業基盤

メディア 支援機関 等

交通

地域開発

無限責任組合員
池田泉州キャピタル

池田泉州銀行

投資対象企業
「2025年大阪・関西万博」が目指す

①SDGsの達成 ②超スマート社会の実現に貢献する技術・ビジネスモデルを持った企業
【主要分野】

◇AI/IT/ロボット ◇ヘルスケア ◇クリーンエネルギー ◇まちづくり ◇働き方改革 ◇ライフサイエンス

連携協定

LP出資
GP出資
運営管理

ネットワーク

投資 成長支援 成長支援成長支援／資本参加
（個別検討）

成長支援

連携VC等
大学系VC
大手独立VC

監査法人、証券会社

ソーシング連携
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